研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　コメディカルＧ　　　職　種　　栄養　　　氏　名　外城　綾香

	期　　間　　平成　20年　10月　10日　～　平成　20年　10月　10日

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会 ・ 平成20年度学術教育研修会　

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


《学術教育研修会栄養士部門》

　今回初めて研修会に参加しました。いままで外部の研修会に参加したことがなく、講義の内容と会場の雰囲気に圧倒されてしまいました。研修内容は３題でしたが、どれも分子レベルの講義で化学式が次々と飛び交っていたため、私にはとても難しく感じ、勉強不足だと改めて実感しました。

１つ目は、食事から認知症の予防や治療が出来ないだろうかといった内容でした。私たちの身近にあるかまぼこを使っての実験で、とてもわかりやすく興味を持ちました。これからの栄養のあり方は遺伝子の発現を調整し、分子レベルから食品を見ていくことも必要だと講義され、食品１つ１つに様々な効果が期待されているんだと思った。

２つ目は、消化のしくみでした。食道・胃・腸など各器官の写真を見ながらの講義だったので、よりはっきりと人体の構造を知ることができました。
　３つ目は、肥満とやせ薬についてでした。肥満改善は薬だけでは困難なので、やはり栄養指導や運動で改善していかなければなりません。合併症を引き起こさない為にも、「痩せなきゃ！」という意識をもってもらうよう、工夫しながら栄養指導をおこなっていきたいと思います。
１．「遺伝子発現に及ぼす食品の影響－認知症の予防と治療への可能性－」

　　　　　　　　　　　講師：小嶋文博（宮城・仙台白百合女子大学人間学部健康栄養学科　教授）

　現在、65歳以上の人口は約2,600万人。そのうち約10％の人が認知症とされており、最も罹患したくない疾患とされているのが、アルツハイマー型認知症である。国内唯一のアルツハイマー型認知症治療薬は「アリセプト」で市場の75％以上を占めているが、認知症を予防する薬でも、治す薬でもない。そこで、食事面からみて認知症の予防や治療に効果がある食品はないだろうか、実験したものである。

「魚を食べると頭が良くなるだろうか！？」

· 子どものＩＱ：日本人（魚を食べる食習慣）＞欧米人

· 高齢者でＤＨＡ投与により即時記憶と集中力が向上

· ＤＨＡは脳細胞膜の透過性を高める

· ＤＨＡの血中濃度が高いと、認知症のリスクが低下　　　　　　　実験済み

· ＤＨＡ：脳内抗酸化作用、アミロイドβ蛋白の脳内沈着抑制

· ＩＰＡ：血小板凝集抑制作用で血液サラサラ

　　　　　　→魚の効果は魚油に多いＤＨＡやＩＰＡのため！？

脂肪（ＤＨＡ）を取り除いたらどうなるのか、かまぼこを用いて実験を行った。

～実験結果～

・培養細胞系で、かまぼこのトリプシン分解物（ペプチド）が神経栄養因子、その受容体、神経細胞マーカーの遺伝子（ｍＲＮＡ）発現を活性化させる。

・実験動物系でも、経口摂取したかまぼこが脳の神経栄養因子、その受容体、神経細胞マーカーの遺伝子（ｍＲＮＡ）発現を活性化させる。

・かまぼこを経口摂取したマウスにおいて、記憶学習能力の向上が見られ、かつ、薬物健忘に対しても、かまぼこの摂取は記憶の回復・保持にプラスに働いている。

・かまぼこを摂取したマウスでは、脳機能保護作用が働き、深麻酔に対して延命効果を示した。

～まとめ～

・魚肉たんぱくであるかまぼこを摂取すると、脳内の神経栄養因子やその受容体のｍＲＮＡ発現量が増え、さらに神経軸索や樹状突起の伸長にも好影響を与え、記憶学習の向上、脳機能の改善、脳の保護作用に役立つものと考えられる。よって、魚を食べると頭が良くなるのはＤＨＡだけのせいではない。

２．「消化管のセンサー細胞とその機能」

　　　　　　　　　　　　　　講師：人見次郎（岩手・岩手医科大学医学部解剖学第一講座　教授）

消化管の消化・吸収・防御といった働きは、食事をした本人に自覚されることもなく、脳という中枢神経系の助けもいらず、消化管自体が情報を感知し、次々と対策を講じて行っている。

このような消化管の自動能は消化管に散らばる、センサー細胞が消化管の内部情報を受け取り、次の指令を出すことで制御されている。消化・吸収といったイベントは、消化管内分泌細胞と呼ばれる細胞集団がセンサー細胞として司令塔の役割を果たしている。消化管内分泌細胞は消化管内のアミノ酸、アルコール、pｈなどの変動を感知し、その刺激を受けて、血中に放出するペプチド性の消化管ホルモンによって、胃酸や消化酵素の分泌や消化管の運動を制御している。

これら消化管に散らばるセンサー細胞の特徴と働き、センサー細胞が分泌する消化管ホルモンと脳の刺激伝達物質の関係について学んだ。

３．「肥満を起こす中枢摂食機構」

　　講師：樋口宗史（新潟・新潟大学大学院医歯学総合研究科・分子細胞医学・薬理学分野　教授）

現在日本の肥満人口は年々増加しており、これに伴う糖尿病、高脂血症、高血圧などの増加とともに大きな問題となっている。

肥満はエネルギー摂取である摂取量の増加とエネルギー消費である運動、基礎代謝、体温発生の減少による差から生じる。つまり、摂取量が過多になると肥満が生じるのである。摂取量の調節には中枢視床下部にある摂食中枢での巧妙かつ精密な調節系が働いている。近年この摂食中枢の制御メカニズムに20余りの摂食ペプチド群が関与しており、そのメカニズムを明らかになってきた。

今回は食欲を引き起こす中枢摂食中枢機構や、摂食誘導に強い作用を有する神経ペプチド、抗肥満薬開発の現状について学び、神経細胞を抑制するようなやせ薬を開発することができないだろうかということだったが、結果として現段階では薬だけで肥満改善は出来ず、食事指導や運動が一番効果的ということがわかった。
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